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午前・午後１１時１８分 

東郷町議会議長 近藤鑛冶 殿 

                東郷町議会議員 

                議席番号１６番  氏名 星野靖江 ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問したいので通告します。  

記  

                              №２－１  

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

１集約型都市構造  

とまちづくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２人に優しい道づ

くり  

 

 

  少子高齢社会の進展により、中心市街地  

に商業施設や住居や行政機関等の機能を集  

約する「コンパクトシティ」整備が求めら  

れています。  

(1)都市再生特別措置法改正により「立地適  

正化計画」がまちの将来ビジョンの分岐  

点と考え質問します。  

①集約型都市構造へ向けた集約拠点での  

 公共サービスの提供に対する考えは  

②タウンマネージメント組織の設立計画  

と具体的な準備期間は  

 (2）都市のインフラ整備は土地の有効活用と  

  有効利用が最優先事項と考えられますが  

  町独自の歴史や文化が融合された明確な

ビジョンが必要になると思われます。  

①当局の方針は  

②「ふるさと東郷」の基本理念を具体的  

に生かし郷土の歴史や文化育成の必要性  

を考慮した場合、当局の考えは  

 

町道路路線の整備は車社会から自転車や歩

く道へと確実に移行期を向かえたと思われま

す。そこで、生活道路整備が今後のまちづく

りのイメージを創ると考え、質問します。  

(1)道路事情が社会問題化され、危険性を見

過ごされがちな自転車事故が増加傾向に

あります。その対処は。  

(2)道路維持管理の点から、道路上の白線が  

見えにくい箇所が見受けられます。当局の

整備補修に対する現況は  

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

担当部長  

 （注）要旨は、具体的に記載すること。



                  １６番  氏名星野靖江  №２－２  

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

 

 

３安心して暮らし  

続けたい生活環  

境づくり  

 

 

(3)認知症と交通事故交通安全対策は  

 

(1)団塊世代の高齢化が進展し、一人暮らし

や閉じこもりがちな高齢者が増加傾向に

あります。そこで、地域の中で可能な限り

暮らし続けられるまちづくりの視点から

質問致します。  

①高齢者に対する社会保障事業のひとつ

として、健康状態や就労などの諸課題を

実態に即した現況を把握し、きめ細かな

対策が求められると思いますが当局の

考えは  

②各事業者間の連携や保健・医療・福祉な

どの連携によって、顔の見える関係から

課題の共有を図ることが重要と考えら

れるが、当局の具体的な施策は  

(2) 障がいのある人を支える体制づくりに  

ついて  

①25 年４月「障害者総合支援法」が制  

 定され、難病患者が特定疾患医療給付  

受給者となりました。難病患者とは原  

因不明で治療方法が未確立である疾患  

を持つ患者ですが、特定疾患認定者数  

の推移は  

②その対策は  

③自立支援協議会の開催状況は  

(3)災害時支援について  

①避難行動要支援者として「災害時要援  

 護者登録制度」を推進するために 75 歳  

以上の独り暮らし高齢者や高齢者世帯  

を対象に推進されたが、現況は  

②緊急時対策のひとつとして災害時要援  

 護者登録をした高齢者に緊急連絡先な  

どを記入できる救急安心カードが配布  

されたが、その配布状況は  

③今後の目標値は  

(4) 巡回バス路線の運行経路再編成計画に

ついて  

交通手段の確保や交通空白地帯の解消対

策として町内に巡回バスが運行されてい

ますが、出かけたい・出かけやすい交通網

を願っています。要望の基準は  

 

 

 

担当部長  

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

 


